
令和２年６月２９日 

全校朝会講話 「新型コロナウィルス感染症」 
 

全校のみなさん、おはようございます。  今日も放送での全校朝会です。 

先週は、「あいさつ」について話しました。 しっかりあいさつができる人、増えましたね。 

とてもはっきりした声であいさつできる人、きちんと立ち止まって丁寧にお辞儀ができる

人など、しっかりとお手本になっている高学年の人がいます。さすがですね。 

ほかの学年でも素晴らしいあいさつができる人がたくさんいます。立派です。 

 

さて、今日は、新型コロナウィルス感染症についてお話をします。 

今、みなさんはマスクをしています。手洗いやうがいもしっかりしています。何かをする

前や何かをした後、先生に言われなくてもできるようになってきましたね。 

これらはすべて、コロナウィルスから自分の身を守るためにしていることです。もう少し

がんばって続けていきましょう。 

 

みなさんと同じように、今、日本中の人、世界中の人が感染症にかからないように気を付

けています。それでも、残念なことに感染してしまう人がまだまだいます。 

みなさんは、自分の知っている人が感染してしまったらどうしますか？ 

コロナウィルスに限らず、感染症にかかって、いちばんつらくて悲しい思いをしているの

は、その人、本人です。だから、もし身近にそのような人がいたら、ぜひ、心の底から応

援をしてください。「早くよくなってね。」というメッセージを送り続けてください。 

間違っても、その人を傷付けるようなことを言ったり、うわさ話をしたり、仲間はずれに

したりなどということはしてはいけません。 

差別をするということは絶対にあってはなりません。それは、人として許されません。 

 

もう一つお話をします。自分の身を守るためだけではなく、人の命と健康を守るためにが

んばってくれている方もいますね。お医者さんや看護師さんなど、病院や保健所などでお

仕事をしている人です。そういう方々への感謝の気持ちを忘れずにいることもとても大切

です。みなさんのおうちの方や知り合いの方の中にもいらっしゃるかもしれませんね。も

し、いらっしゃったら、ぜひ、「ありがとうございます。」と伝えてください。 

また、今、保護者の方が給食の片付けや校内の消毒のお手伝いをしてくれています。もち

ろん、みなさんの命と健康を守るためです。こちらも「ありがとうございます。」という思

いをしっかりと伝えたいですね。 

 

今、学校生活には不便なことがたくさんあります。でも、何とか工夫をして、たくさん楽

しいことをしていきましょう。勉強もしっかりしていきましょう。みなさんは、たくさん

の人に守られ、支えられています。 今週もがんばりましょうね。 

これで、お話を終わります。 


